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arXiv:1701.02713

• T Tauri 星 AS205A (K5，1 M◉）の周囲に19.25 MJ の
伴星の証拠を発見した．長軸0.17AU，離心率が0.34．（円
盤の内縁 0.14AU．） 

• 元々，光度の観測から，P1=6.78日とP2=24.78日の周期
が観測されていた．（P1は自転と考えられる．） 

• 今回，近赤のドップラー効果で，P=24.84日を発見した．

https://arxiv.org/abs/1701.02713v1


視線速度と位相
P=24.84日

P=24.78日

確認するためにも，今後の視線速度の更なる観測が必要．



arXiv:1701.08823

• 銀河中心の方向に生じる中間赤外の吸収線（3-8μmに平
らな吸収の特徴が見られるが原因不明）を説明するため
の，ダストモデルの提唱 

• 芳香族炭素の粒子，かんらん石タイプのケイ素の三層粒子，
薄い多孔性の層，薄い磁鉄鉱の外層，を含むモデルが観測
を説明する． 

• これらのダストは，銀河中心の晩期型星の大気で最近生成
されたものであろう．

https://arxiv.org/abs/1701.08823v1


モデル番号表

鉄がコアや内部にあるモデル(22,23)よ
りは，外層にあるモデル(24)が合う

Fe3O4が外層にあるモデル(25)が合う

ダストが遠方（銀河中心近く）にあるモデルが合う



arXiv:1701.07541

• T Taui星GQ Lupをこれまでにない高分解能の観測で調べ
た．（GQ Lup：10-40 MJの伴星 at 110 au） 

• 主星のダスト円盤は観測できたが，伴星は観測できなかっ
た．主星の円盤：～22AU，～6M地球，傾斜角~56° 

• 主星の円盤の中にギャップは観測されなかった：伴星を遠
くに散乱した天体の形跡はなく，伴星は円盤の分裂か，星
形成時の収縮で形成されたのだろう．

https://arxiv.org/abs/1701.07541


GQ Lup のこれまでにわかっていた性質

GQ Lup Bの形成に関する理論との比較
ALMA観測結果

観測された円盤の物理量



arXiv:1701.07113

• 分子流のうち，爆発的なアウトフロー（２例：Orion KL, 
DR21）に関して，典型的な双曲分子流（HH211, DG 
Tau B）と比較することで，その性質を調べた． 

• 爆発的なアウトフローは空間分布が大きく異なる 
　-多くの細いフィラメントで構成され等方的． 
　-ハッブル則に似た速度の空間分布． 

• 爆発的なアウトフローはエネルギーや質量が大きい．

https://arxiv.org/abs/1701.07113


比較のため 
　HH211

同様に 
DR21

Orion KL



arXiv:1702.02975

• H26αとH30αのメーザーでMWC349A（Herbig B[e]）
の円盤とアウトフローを観測した（SMA）． 

• それぞれ，円盤成分からの放射とwind成分からの放射に分
離できる．かつ，H26αは中心星に対して内側，H30αは
外側から放射されている． 

• wind成分は回転を示している：円盤からのwindとして角
運動量を運んでいる強い証拠．

https://arxiv.org/abs/1702.02975


図２：視線速度と放射強度．グループIが円盤，グループII
がwindかの放射と解釈

図３：メーザー源の空間分布

図４：回転曲線

図５：結果解釈の概念図．内側がH28α，
外側がH30α．エッジオンで見ている，

図6：回転曲線の比較


